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おもひで文庫


───────────────────────



　まだ汗ばむような日に、一通のメールが届いた。
　個人からのメールなんて久々だな、既読の概念に縛られないのはとても気楽だな、と雑多な考え事をしながら、何気なく開いたメールだった。

【件名】
　無題
【本文】
　りおです。
　久しぶりに、お茶でもどうですか？

　そのメールが来て一週間後には、近所の休日のカフェでわたしは珈琲を、りおはカフェモカをすすっていた。
「それにしても驚いた。まだガラケー使っているだなんて」
「海外出張前は、まだガラケーが主流だったから……日本に帰って来てからまだ機種変更してないだけだよ」
　りおは、傷が少し目立ってきた携帯を人差し指で撫でて、傍目に見ると困ったような笑みを浮かべる。この笑顔は、本人曰く特に困っているわけではなく、ただの笑顔だという。なぜ困ったように見えるか、このカフェで真剣に分析をした夜もあったな、と思い出してわたしはつい笑いを堪えられなくなった。
「なに、急に笑って。いつものように浅いツボにでも入った？」
「ううん、なんでもない。りおとこうやって話すのが久しぶりで、うきうきしてるだけ」

「それで、今日はなにか報告したいことでもあったの？」
　とりとめのない世間話を少ししてから、さりげなく切り出した。すると、りおはこう言った。


「結婚、してくれませんか」





＊＊＊＊＊


　まだ蝉が大合唱をしていた、残暑の厳しいある休日。
　先日アルバイトの面接をした喫茶店から、ぜひ採用したいとの連絡が来て、そしてその初出勤の日。昔からちょっとしたご褒美にデザートを食べに来ていた喫茶店で働けることになったのは、とても感慨深いことだった。
「梁川さん、紹介するね。新人の三木さん。はじめてのアルバイトだっていうから、一から色々教えてあげてね」
　オーナーから紹介されたはじめての先輩の梁川さん。ポニーテールから見え隠れする項の美しさに目を引かれ、更に正面を向くと、それは大層な美人さんだった。今流行りの可愛いではない、少し和風な印象をうけた。
「はじめまして、梁川です。宮原さん、よろしくね」
　差し出された手を握り、よろしくお願いします、と緊張しきっている体からなんとか声を絞り出す。
「そんなに緊張しないで。わたし、こう見えても二十歳だから」
　とても大人びて見えた彼女は、なんと同い年だった。一浪していま大学一年の自分と、専門学校二年生の梁川さん。仲良くなるのに時間はかからなかった。とはいえ、バイトの先輩後輩という立場はきちんと守りたかったので、あくまでも梁川さん、という呼び方と、敬語を使って接することは変えなかった。
　同い年であるということから、オーナーは梁川さんと自分をペアのように扱うようになり、仕事に慣れるまで、ずっと梁川さんとシフトが一緒だった。
　梁川さんから仕事をやさしく教えて貰って、間違えた時はフォローしてもらって。そんな時間がいつのまにか楽しみになって、大好きな喫茶店でアルバイトをする喜びよりも、梁川さんと一緒に仕事が出来る喜びの方が勝っていった。
　二か月くらいは一緒にシフトに入っていたが、梁川さんの教えがよかったからなのか、
「そろそろ宮原さんも独り立ちできそうだね」
とオーナーに言われ、いつのまにか梁川さんとは同じ時間帯になることは減っていき、本来は休日の昼の時間に入っていた梁川さんは今までの夕方のシフトから昼に完全に戻ってしまい、梁川さんとはシフトが入れ違いになってしまった。
　寂しかったのだと思う。梁川さんのいない喫茶店はなんだか味気なくて、入れ違いになるそのときまでの時間が苦痛で、仕事に集中ができていなかった。そんな折だった。
「これだから新人はだめなのよ！　わたしはここにもう何十年も通っている常連なのよ！　それにいつも同じカフェラテを頼んでいるのに、なんで間違えるわけ？！」
　昔からの常連だという五十代の女性のお客様を怒らせてしまった。怒られることにまだ慣れていなかった自分は恐縮してしまい、ただ申し訳ございません、としか言えなかった。
「さっきから申し訳ございません、しか言ってないじゃない！！　　わたしは急いでいるの、新しいのはまだこないの？！」
　オーダーミスを伝えて厨房に伝え、ただ今作り直しているのでもう少々お待ちください、と伝えに言ってからも、お客様の怒りは静まりそうになかった。たらり、と冷や汗が首をつたう。その汗をぬぐうことはおろか、近頃ほめられていた、ようやくつくれるようになった自然な笑顔も全くつくれず、自己嫌悪にひたすら陥っていた。ああ、やっぱり自分は一浪してしまうような、だめな人間だからこんなミスをしてしまったんだ。浪人をしているという、最近は息をひそめていたコンプレックスまでが自分を否定しだす。心は、自分によってより追い込まれていた。そんなとき、
「たいへんお待たせしました。カフェラテでございます」
と、梁川さんがカフェラテを持ってきてくれた。とても驚いた。梁川さんはもう退勤していてもおかしくない時間だった。すると、女性の方は梁川さんに向かった。
「あらあなた、前からいる子じゃない！！　この店の教育はいつからこんなにダメになったの？！」
　だんだん梁川さんのことだけを叱り始めたのをみてなのか、梁川さんは
「宮原さんは下がって、他のお客さんの対応をして」
と小声で自分に言った。このようなトラブルの対応にはたしかに梁川さんのほうが慣れているかもしれない。申し訳ない気持ちが募りながらも、自分は梁川さんの言う通り、他のお客さんの対応をすることにした。そのお客様がカフェラテを飲み終わり、お会計を終えるまで、梁川さんはお客様の相手をしていた。
　他のお客さんもお会計を終えて誰もいなくなったのを見計らい、バックヤードにようやく戻れた梁川さんのもとにむかった。
「ごめんなさい、梁川さん！　トラブルに巻き込んでしまって……」
　ようやくオーナーや店長から認められてきた矢先のことだ。もうこのようなミスは自分で解決すべきだったのに、梁川さんの優しさに甘えてしまった。
「いいの。私が勝手にやったことだから」
　怒られ役を引き受けたい人など誰もいないはずなのに、梁川さんは全く疲れた素振りも見せずに、そういってくれた。
「最近の宮原さん、頑張っているけど、無理しているのかな、って思っていたから、助けたくなっちゃった。ほら、私の顔見たとき、笑顔がちょっと緩むじゃない」
　笑顔が緩む。表情はあまり豊かではないと自負していた自分からすると、自分でも全く気付いていなかった小さな変化を指摘してくれた。そのことで、なにか今まで張りつめていたものが、ぷつん、と切れたんだろう。
「え、え、そんなに怒られたのがつらかった？！　えっ、宮原さん？！」
　つうっ、と涙が自然と頬を伝っていた。ああ、梁川さんは、こうやって自分のことをちゃんとじっくり見てくれていたんだ。すれ違いのあの短い間であっても。安心して、気付いた。
　
ああ、もしかして、梁川さんのこと、先輩としてを飛び越えて、好きなんじゃないかな、って。


　紅葉ももう終わりを迎えようとした、肌寒い夕方。梁川さんと、アルバイトの帰りに一緒にごはんを食べに行くことになった。
　梁川さんに「行きつけの居酒屋があるの」と連れられて入った個人居酒屋で、偶然が一つ、重なった。
「りお！」
　ドキッ、とした。下の名前で、しかも呼び捨てで呼べるような仲のひと。常に丁寧で落ち着いた言葉づかいしか見ていなかった自分からすると、梁川さんの少し興奮した声は、はじめてきく音だった。そしてその名前は、自分にも親しみのある名前だった。
「あ、ハッシーいらっしゃい！　え、待って、しかも宮原も？！　えっ？」
　りおは、わたしの幼なじみだった。
　そのことを梁川さんに告げると、梁川さんはとっても驚いた顔をした。
「そっか、りおと幼なじみなんだね！　でも、ここで働いていること知らなかったのに再会するなんて、すごい偶然！」
　いや、地元が一緒だし会うこと自体は偶然でもないのでは、と思ったけれど、梁川さんに連れられてきた居酒屋でたまたま会った、という意味では偶然なのかもしれない。
　この瞬間から心の底で、こんな思いがくすぶりはじめていた。

　偶然なんて、きらいだ。

　その日、りおは朝まで仕事だとのことだったので、またそのうち三人で予定を合わせようということになり、次から居酒屋で飲むメンツにりおが加わった。梁川さんと二人きりでご飯を食べる機会は、それきり失われてしまった。


　その三人で一緒にどこかに遊びに行ったことがなかったから、たまには一日遊ぼうと遊園地に行くことになったのが、正月のあけた冬の日。定期試験が見え隠れするやや忙しい時期ではあったが、なんとか一日遊べるようにやれるだけの課題は片付けて、約束の日を迎えた。念入りに身支度をしていたせいで待ち合わせ時間ギリギリに待ち合わせ場所の駅前に向かうと、そこにはりおだけがいた。普段は十分前には必ずいる梁川さんはいなかった。
「あれ、宮原は聞いてない？ハッシー、インフルエンザになっちゃったんだって」
　がらがら、と何かが崩れていく音がした。遊園地で三人ということなら、もしかしたら梁川さんを独り占めできる機会がくるかもしれない、そう踏んでいたから遊園地に行くのはとても楽しみだった。りおは高所恐怖症で、梁川さんは実は高いところからみる景色が好きだといっていた。もしかしたら、ジェットコースターに梁川さんと二人で乗れるかもしれない。夜の観覧車を二人で乗る、なんてことが起きるかもしれない。どさくさにまぎれて、手をにぎったり、できたりして。そう浮かれていた自分が情けなくて。
　そしてなにより。
　梁川さんが体調不良を真っ先に伝えたのは、自分ではなく、りおだった、ということが、自分を興奮から一気に突き落としていった。
「遊園地に行くキャンセルしてお見舞いに行くことも考えたんだけど。そしたハッシー、罪悪感でたぶん余計に落ち込む気がして。だから、とりあえずは二人で楽しもう？」
　ショックが大きすぎて、何も考えられなかった。でも梁川さんを悲しませるのはいやだったから、りおの提案にのることにした。なにかあったときに、真っ先に相談する相手であるりおのほうが、きっと梁川さんを理解しているし、りおのいう通りにしたほうがいい、と判断した。
「よっし、まずはお化け屋敷！　入るよ！」
　まずはお化け屋敷、というのはおかしい気もしたが、りおは自分の手をぐいっ、とひっぱって歩き出した。少しは今のこの悲しみに浸らせてほしい、そんな自分の気持ちを吹き飛ばすかのようにりおはずんずんと進んでいく。そのどこまでもまっすぐで、人を楽しませてくれる姿勢に、いつしか鬱々とした気分は晴れていった。
　お化け屋敷、メリーゴーランド、コーヒーカップ、白鳥ではなく鴨（？）のボート。次々とアトラクションに果敢に挑んでいくものだから、ついていくので精いっぱいなところがあった。
　でも、なんだかんだ、楽しんでいる自分がいた。
　そして思う。

　支えられてばかりの自分よりも、どんどん行動して、楽しませてくれるようなりおのほうが、梁川さんにはお似合いなんだろうって。

　だから、こう切り出してみた。
「ねえ、りお」
「梁川さんのこと、正直どう思ってる？」
　りおは、ぱちくり、と目をちょっと見開いて、瞬きをして。
　でも、食べている途中だったソフトクリームを食べながら、ニカっと、ちょっと生意気で、でもどこか憎めないような笑顔でこう言った。

「うん、ハッシーのこと好きだよ。実は、このあと告白しようと思ってる」

　あ、なんで、こういうとき自分は助け舟、出しちゃうんだろうな。
　へえ、そうなんだ、やっぱりね。そう返事をして、遊園地の帰りは、梁川さんの家に向かうりおと駅で別れた。頑張れよ、そう笑顔で送りもした。おう、頑張る。りおはそう返事をして、向かっていった。頑張れよ、といった笑顔は、ちゃんとした笑顔だったんだろうか。
　梁川さんだったら、その笑顔がちゃんと笑えてない、って、指摘してくれたのかな。
　まあ、梁川さんにだったらそんな笑顔を向けることもないし、あり得ない話だけれど。細かい変化に気付いてくれるのは、梁川さんだけ。





＊＊＊＊＊



「結婚、してくれませんか」

　この声は震えているだろうか。ちゃんと、はっきり言ったはずだ。
　梁川美緒は、自分のプロポーズを受けて、ぱちくり、と瞬きをして。そして言う。

「もう、プロポーズの時くらい、顔、ゆるまないでよ」

「まあ、そこが、宮原理央らしんだけど。」


「いいよ。……ううん……。わたし、宮原美緒になりたい」




＊＊＊＊＊




「ごめん、わたし、りおとは付き合えない」

　居酒屋で仲良くなった、今井理生。店員と客の関係だったけれど、ある日、酒に酔ったわたしが、こんな独り言をつぶやいたことがきっかけで、とても仲良くなった。

「あーあ……どこまでも先輩としてしか考えてくれないの、つらい」
　理生は、そんなわたしの独り言を聞いて、
「へえ、お姉さんのような美人さんでも、落とせない男がいるんですね」
　と、すこしナンパ風なことを言ってきた。
「なに、あなたも、りおっていうの？」
　ネームプレートに、「りお」とひらがなで書いてあった。奇しくも、今わたしが片思いをしている人と同じ名前。といっても、わたしは彼のことをりお、とはとても呼べないけれど。名字にくん、をつけるどころか、名字にさん、を付ける始末だ。
　「も、って……。お姉さんの好きな人、りおっていうの？」
「……そうよ」
「ふうん。りお、かあ。同じ名前の男、俺いまのところ一人しか出会ったことないんだけど。そいつの名字、宮原だったりしない？」
　……ここで、繋がりさえしなければ、もう少し発展の余地があったのかもしれないな、と今は思う。酒に酔っていたのもあって、わたしは素直に、宮原理央の特徴を伝えた。すると、今井理生と宮原理央は幼馴染だという。これは、先輩後輩の関係を変えるチャンスかもしれない。そう思って、わたしは今井理生と仲良くすることにした。好きな男の子を落とすためなら、使えるものは使いたい。
　でも、今井理生のほうが一枚上手だった。
「宮原の、どこが好きなんですか」
　ちょうどシフトが終わったという彼は、そのままわたしの隣を陣取って、ハイボールをあおりながらそう聞いてきた。
「……最初は一目ぼれだった。整った顔立ちに惹かれて、見ているだけでまず幸せになって。話をしてみると、どこまでも素直でまっすぐで。素直な男の子、いいなあ、かわいいなあ、って中身まで気にいって。だんだんバイトに慣れていたんだけど……わたしのことをみると、ほかの人とは違う、ゆるんだ笑顔をむけてくれて……」
　お酒を飲んでいるという状況も相俟って、思いっきり宮原理央へのわたしの思いを、初対面の偽物りおくんにぶちまけた。
　宮原理央くん。かわいい後輩であったはずなのに、彼とシフトが被ると、わたしはもっと彼に頼られるひとになりたい、とバイトにより意欲がわいた。我ながら教えるのはうまいほうなのではないか、と錯覚してしまうくらい彼は仕事の呑み込みが早かった。ほかのひとにも仕事を教えることはあったが、ここまでやりがいを覚えるのははじめてだった。
　それが、後輩として、を超えてきたのは、彼が誰かと電話をしているのを聞いてしまった時からだ。彼は、誰か女の子と電話をしているみたいだった。話している内容は学校の課題についてだとか、割と事務的なものだった。でも、彼が電話をしてるとき、ふと、彼の話している顔を盗み見ると。そこには、あのゆるんだ笑みはなくて、なにか違和感を覚えるような笑みがあった。たしかにそれは笑顔といえるのに、ひどくつくりものじみている気がした。彼のその笑顔が偽物なのではない。きっと、わたしの知らない彼が、わたしにとって偽物に感じてしまうだけだ。
　それから彼が誰かと話しているのを、さりげなく観察するようになった。すると、彼のその偽物じみた笑顔は、オーナーにも、ほかの店員にも、同じようにむけられているものだった。あれ？　もしかして、本当の彼の笑顔は、偽物の笑顔なんじゃないか。わたしにむけられる笑顔だけが特別で、わたしの中の「ホンモノ」がむしろ偽物なのか。
　そうやって考えているうちに、わたしはどうしようもなく彼に惹かれていった。
　
「ふうん。好きな人に向ける顔って、やっぱり違うもんなんだな」
　そう、偽物りおくんから言われたとき、うれしくて。もしも好きだから表情が違うなら、これほど幸せなことはない。また、ああ、わたしは彼が好きなんだな、って気付かされた。
　その言葉が、わたしをただ盲目に喜ばせるきっかけになった。
「じゃあ、今度宮原をここに連れて来てくださいよ。で、来た時、俺のことりお、って呼んでくださいよ。あいつもりお、って名前だから、ちょっとドキってするかもしれませんよ」
と言われたままに、まだ会って二回目の彼を、りお、と呼ぶことにした。
　更に、
「じゃあ、今度からは三人で飲みましょうよ。こんな偶然なかなかないしさ。ね？」
と、なぜかわたしと宮原理央は二人きりになれない流れができてしまった。でも、ここで二人きりになりたい、と言うのも三人でいるときには言い出しづらい。だからわたしは、せめて今井理生に二人きりにさせてほしい、とメールで伝えたのだが、「時期が来たらそれとなく誘う、とかのほうがいいんじゃないですか。ガツガツくる女の人、宮原は好きじゃないですよ」と言われると、強く出れなかった。幼馴染の彼のほうが、宮原理央の女の子のタイプも、よく知っているのかもしれない。だったらタイプに近付きたいと思ったわたしは、今井理生のいう通り、三人でしばらく会うことにした。
　だが、わたしもついに我慢が出来なくなってきた。そろそろ二人で宮原理央と会いたい。そう今井理生に相談すると、
「じゃあ、今度遊園地に行くってことにしよう。で、ハッシー、その日体調不良でドタキャンして。あいつのことだから、たぶん好きな女の子が体調不良になったら、いちはやくお見舞いに行こうとすると思うよ」
　お見舞いに、彼が来てくれる。それを想像しただけでときめいてしまったわたしはその提案に乗った。
　彼が来たら、ごめん、ほんとは体調不良じゃなかったって、こうやって来てくれるの期待しちゃった、ごめんね、って伝えて、好きだ、って告白しよう。そう考えていた。なのに。なのに。
　家に来たのは、宮原理央じゃなくて、今井理生だった。

　そこでようやく気付いた。今井理生はただ邪魔をしていただけで。わたしはわたしなりのアプローチを彼にすべきだったんだ。
「やっぱりダメだったかー。いや、わかってたんだけど、同じりおでも、俺はハッシーのものにはなれなかったか」
　へらり、と理生は笑った。この生意気だけれども憎めない笑顔に騙されて、わたしは「恋愛相談をしても、ちゃんとこの人はなんだかんだいいアドバイスをくれるような人じゃないか」という期待をもってしまった。
「そりゃあ、やっていたことはわたしと宮原さんの邪魔ばかりじゃない。好きになんてならない」
　宮原理央の友達だからと、もうこの男と仲良くする必要はない。そう思って、わたしは正直にそう告げた。すると、理生はあはは、と私の顔をみて笑い出した。
「なに、ほんとうに性格悪いね。ひとの恋路を邪魔した上に、だまされたわたしが滑稽で仕方ないって……」
「いや、違う。ハッシー、ちゃんとストレートに気持ち言える女の子だったんだなって。俺さ、ハッシーのその素直さ、いいなって思ってた」
　理生は、ひとしきり笑い終えてから、今まで見た中で一番真面目な顔をしながら、そう抜かした。
「いかにも美人でモテそうなのに、好きな人には素直にアプローチできなくて。その内面をあのときぼやきさえしなければ、俺はハッシーに声かけたりしなかったよ」
　わたしの、内面。てっきりみた感じの印象とか、恋愛に悩んでいるからちょっと支えればオチそう、とか、そんな軽い気持ちだったのではないか、と考え始めたわたしには、理生の言葉は意外そのものだった。
「あーあ。フラれちゃったけど俺、告白してよかった。いまのハッシー、俺が惚れたときと同じくらい、いや、それよりもずっと魅力的だもん。それを引き出せて、俺、よかったな」
　
　それからの理生は今までとうってかわって、わたしにちゃんと協力してくれる姿勢になってくれたみたいで。「じゃあ、俺は帰るね。理央の家、駅から近いから、なんなら今から会いに行ってもいいんじゃない」と、宮原理央のだいたいの家の位置を教えてくれた。わたしの家とは逆方向だけれど、たしかに駅からは近い。「いまのハッシーなら、いい結果、ついてくるよ」理生はたくさんのアドバイスをそれまでもくれたが、その言葉が一番、しっくりきた。もっと違う形で出会えていれば、彼ともっといい関係を築いていたのだろう。

　わたしは家を飛び出し、駅に向かう。携帯で、宮原理央に電話を掛ける。
すると、すぐに彼は電話に出てくれた。
『は、梁川さん？！　体調悪いんじゃ、それに、りおがっ……えっ、えっ？！』
　彼はすごく困惑していた。ああ、もう。素直なところ、好きだなあ。
「ごめんね、訳は後で話す。とりあえず体調は悪くないの。ねえ、いま、どこにいるの？　会って、話したいことがあって……」
　その目線の先に。
　彼がいた。
　片手に、ポカリやゼリーが入った袋を持っている。
ああ、ほんとに、彼は、わたしにお見舞いに来てくれようとしたんだ。今井理生のいうことも、全部が嘘じゃなかったのかもしれないな……。
　そして彼はわたしをみて。
　傍からみると困ったような。
　わたしからすると、ゆるんだ笑顔を、むけてくれた。

　「梁川さん！」

　さて。まずは、その敬語と、上下関係を壊すことから、はじめていかないとな、とわたしは決心した。



＊＊＊＊＊



「……よかった。就職してやっと結婚、って思ってた時にまさかの海外赴任決まっちゃったから、愛想つかされたかと思った……」
「何言ってるの。もう、理央って思い込み激しいとこあるんだから」
「それは、美緒も同じでしょう？」
「う……い、今は違う……と思う……」
　
おわり。






あとがき


　ひらがなと漢字の、ふたとおりの名前の表現方法を使ってみたかった結果ですが、いかがでしたでしょうか。うーん、まだまだ改善の余地はありそうですね、頑張ります。
　拙い作品を読んでいただき、ありがとうございました。




    笑顔
2019年10月31日　発行　初版
著　　者：加茂野もか
発　　行：おもひで文庫
©2019 加茂野もか Printed in Japan
bb_B_00161679
bcck: http://bccks.jp/bcck/00161679/info
user: http://bccks.jp/user/147063
format:#002t

Powered by BCCKS

株式会社BCCKS
〒141-0021
東京都品川区上大崎 1-5-5 201
contact@bccks.jp
http://bccks.jp















  
    
  


OEBPS/media/shimaneko_bccks.png





OEBPS/media/0016/1679/jacketh4_large.jpg
.
R |
‘?ﬂi\ut" (&
o

(P g7
AL @4;;

, .
e

w I
AR
1 o,

I

ﬁ%f‘g

.'},-.  ‘% é aﬁ;\}, é
,“ | B g %\;{ \5‘;&»’ L wt

e '4 ’Q :
N IA\‘Q &#&» 3?
'i& { U

' tz{.. ‘/ .’
¥

|
$ Ay § ‘
? R

g

ﬁ"f@\ iw
%ﬁ; \ - :;-‘ -6‘-:'. r""
Awm

&

%.

I






OEBPS/media/0016/1679/jacket_large.jpg





OEBPS/nav.xhtml

  
     笑顔　目次


    
      		
        表紙
      

		
        本文
      

		
        奥付
      


    


  
  
      ガイド


      
		表紙


		BCCKSについて


		総扉


		まだ汗ばむような日に、一通のメールが届…


		奥付


		表３


		裏表紙


      


  


